
要 約

本研究は，人がどのような認知次元によって手書き文字を評価するのかにつ

いて，SD 法を用いて検討した。５９名の調査参加者に，１０種類の異なる手書

き文字を形容詞２４対を用いて評価させ，次に，サンプルの１０文字の中から「最

も親しみやすい文字」「最も親しみにくい文字」「履歴書など公的な場面で用い

るのに最も適している文字」「履歴書など公的な場面で用いるのに最も適して

いない文字」をそれぞれ選択させ，認知次元との関連を調査した。その結果，

人が手書き文字を評価する際の認知次元として，「勤勉性」「自信」「友好性」

という３つの要因が見出された。さらに，各１０文字の「勤勉性」「自信」「友

好性」の尺度得点の平均値を独立変数とし，「親しみやすい文字か否か」「公的

な場面で用いるのに適しているか否か」を従属変数として判別分析を行ったと

ころ，それぞれ判別的中率は６０％，７０％であった。「親しみやすい文字」とい

う評価には，「自信」と「友好性」の因子が影響を与えており，「公的な場面で

用いるのに適している文字」という評価には，「勤勉性」の因子が最も影響を
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与えていることが見出された。これらの結果は，先に述べた３つの認知次元の

妥当性を示唆しているものと考えられた。

１． はじめに

人が，他人の手書き文字からその書き手の特性について予見を持ったり，自

分の手書き文字によって自分の特性を判断されると感じたりすることは，日常

生活でも頻繁に見受けられる。ペン習字の講座では，字がきれいに書けること

によって，書き手の教養や知性が高く評価されるだろうというような宣伝を行

っている。また，学生が就職活動において履歴書などを書く際には，手書き文

字を通じて自分がどのような印象を会社に与えるかを考慮するだろう３）。

対人認知の研究によれば，人は，限られた情報から他者の性格特性や能力や

感情について判断し，何らかの帰属を行う。なかでも外見や表情，話し方につ

いての研究が多数行われてきた (Burns & Beier, 1973; Ekman, Friesen, O’Sulli-

van, & Scherer, 1980; Zuckerman, Amidon, Bishop, & Pomerantz, 1982)。容貌の

特徴および顔の表情により，その人がどの程度魅力的であるか，感じが良いか，

どの程度の知性があり精神的に安定しているかなどについての帰属がなされる。

例えば，魅力的な容貌の持ち主はそうでない者よりも，その性別にかかわらず，

社会的に望ましい性格特性を備えていると判断され，良き配偶者であったり職

業的にも成功を収めるだろうと予測された (Dion, Berscheid, & Walster, 1972)。

また，魅力的な容貌の女性は，そうでない者よりも，その写真を見た男性被験

者によって，社会的スキル（この場合は，自分の主張を堂々と表現できるスキ

ル）が高いだろうと認知された (Guise, B. J., Pollans, C. H., & Turkat, I. D.,

1982)。

Brown, Strong, & Rencher (1974) は，成人男性の声の基本周波数を操作する

ことによって，聞き手の話し手に対する認知がどのように変化するかを調査し

た。話し手を対象としたパーソナリティ評価において，話し手の話す速度を上

げると，聞き手は「慈悲深さ」(benevolence) の項目をより低く判定するように

３） 本研究の予備調査として，日本のある企業の人事採用担当者へのインタビューを行った。

履歴書などの文字を通じて応募者の人物像に関して，何らかの予見を抱くかという質問に対

して，丁寧に書かれた履歴書などを見るとその人の会社への思い入れを感じるということで

あった。ただしそれは，採用時の判断に直接影響してはいないということであった。
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なり，話す速度を下げると，「有能さ」(competence) の項目を低く判定するよ

うになった。

容貌の特徴，顔の表情や話し方と比較して，手書き文字を通しての対人認知

の研究はそれほど行われていないが，文字の大きさ，きれいさ，傾きなどの特

徴とその書き手に対する性格特性の帰属の関係に関する研究は，いくらかなさ

れている (Bull & Stevens, 1979; Warner & Sugarman, 1986)。それらの研究によ

ると，人は手書き文字の筆跡からその書き手の性格特性を判断する傾向があっ

た。たとえば，Bull & Stevens によれば，手書き文字がきれいな学生のレポー

トに対して教師はより良い評価をした。この実験では，教師は全く同一の内容

のレポートを評価した。つまり，人は手書き文字から書き手の有能さを判断し

ていると言える。

Warner & Sugarman (1986) は，手書き文字，写真，音声の３つの情報を通じ

ての対人認知について，（１）同一人物に関しては，３つの情報のどれからでも

一貫した対人認知がなされる（２）手書き文字，写真，音声からはそれぞれ異

なった認知次元で対人認知が行われる，という２つの仮説を立てた。研究の結

果，（１）の一貫性に関する仮説は支持されなかったが，（２）の認知次元の相違

に関する仮説は支持された。手書き文字に関しては，「力強さ」の次元により

人を判別し，写真に関しては「社会的評価」「知的評価」の次元で人を判別し，

音声に関しては「活動性」の次元によって人を判別することがわかった。この

ように，人は，どの情報に接するかにより，異なるパーソナリティの次元を使

用して対人認知を行うことがわかった。

Lippa (1977) は，筆跡評価の際に用いる次元が評価者の性役割パーソナリテ

ィにより相違するという報告をしている。評価者が両性的 (androgynous) でな

い性役割パーソナリティの持ち主である場合，手書き文字を評価する際に「男

らしい―女らしい」といったパーソナリティ次元を用いて判断する傾向がある

が，評価者が両性的な性役割パーソナリティの持ち主である場合，「男らしい

―女らしい」といったパーソナリティ次元を用いて評価する傾向は見られなか

った。

このように，手書き文字による対人認知の研究は，欧米ではいくつかみられ

るが，国内の研究には，ほとんど見当たらない（井上・鎧沢，1984）。本研究

においては，日本人が手書き文字を見る際に，どのような認知次元を通じて評

価しているかについて調査することを目的とする。

人は手書き文字をどのような次元で認知しているのか？

― ―２９



２． 方法

本研究では，手書き文字から人はどのような認知次元を用いて評価をするか

について調べた。手書きのカードの文字を調査参加者に見せて，それぞれの文

字を２４個の形容詞対を用いて判断させるという方法を用いた。

（１） 参加者

調査参加者は，１９歳から５９歳までの男女５９名（男性１１名，女性４８名）

であった。平均年齢は，女性２８．８３歳（SD＝１３．０９），男性２９．６４歳（SD＝

１５．００）であった。

（２） 調査方法

個別自記入方式の質問紙調査で実施された。回答はいずれも無記名で行われ

た。実施時間は約２０分であった。

（３） 質問紙の内容

ａ. サンプルの１０文字に対する評価

サンプル（試料）の文字は，以下のような手順で作成・選出された。２０人

の男女大学生に依頼して，縦６cm 横８．３cm の白いカード上に「こんにちは。

成城大学社会イノベーション学部３年 ○○ ○子です」と書いてもらった

（○○ ○子とは女性の名前である）。このサンプルの文字は，漢字，ひらがな，

カタカナ，数字を網羅していることにより適切であると判断された。２０枚の

文字カードの中から，男女５枚ずつ計１０枚，特徴のある文字のカードを選出

した（図１参照）。

文字の評価における認知次元を測定するために用意した形容詞対は，「大き

い―小さい」「女性的―男性的」「きれい―汚い」「ユーモアのある―ユーモア

のない」「落ち着いた―緊張した」「勇敢な―臆病な」「丁寧な―乱雑な」「勤勉

な―怠惰な」「自信のある―自信のない」「温厚な―怒りっぽい」「頭のいい―

頭の悪い」「積極的な―消極的な」「協調性のある―協調性のない」「責任感の

ある―責任感のない」「真面目な―不真面目な」「外向的―内向的」「思いやり

のある―冷酷な」「友人になりたい―友人になりたくない」「信頼できる―信頼

できない」「慎重な―軽率な」「活発な―活発でない」「魅力的な―魅力的でな

い」「感じのいい―感じの悪い」「印象のいい―印象の悪い」であった。これら

の２４個の形容詞対を用い，SD 法による７段階尺度で，それぞれの文字を評
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価させた。これらの形容詞対は，社会的に望ましいと考えられる形容詞が，質

問紙上で片側に偏らないように考慮して配置された。これらの形容詞対は，庄

山・浦川・江田 (2004) の研究で用いられた形容詞対を参考に，文字の評価に

関連すると考えられた形容詞対を加えたものである。

ｂ. 「最も親しみやすい文字」・「最も親しみにくい文字」の選出

サンプルに使用した１０文字を一覧にまとめ，その中から「最も親しみやす

い」「最も親しみにくい」と感じる文字を選出してもらい，その理由と共に記

入させた。

ｃ. 「履歴書など公的な場面で用いるのに最も適している文字」・「最も適して

いない文字」の選出

サンプルに使用した１０文字を一覧にまとめ，その中から「履歴書など公的

な場面で用いるのに最も適している文字」「履歴書など公的な場面で用いるの

に最も適していない文字」と感じる文字を選出してもらい，その理由と共に記

入させた。

図１ 文字サンプルの例
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３． 結果

３－１． 結果の概要

「最も親しみやすい文字」・「最も親しみにくい文字」についての単純集計結

果を図２に示した。参加者が最も親しみやすいと評価した文字は「文字２」（図

１左上）であり，全体の５５．９％を占めた。２位は「文字３」であり，全体の

１１．９％，３位は「文字８」（図１右上）であり，全体の１０．２％を占めた。一方，

参加者が最も親しみにくいと評価した文字は「文字１」であり，全体の５９．３％

を占めた。２位は「文字６」であり，全体の１８．６％，３位は「文字７」であり，

全体の１１．９％を占めた。

「履歴書など公的な場面で用いるのに最も適している文字」「公的な場面で用

いるのに最も適していない文字」についての単純集計結果を図３に示した。参

加者が公的な場面で用いるのに最も適していると評価した文字は「文字２」で

あり，全体の４２．１％を占めた。２位は「文字８」であり，全体の３４．２％，３位

は「文字３」であり，全体の１８．４％を占めた。一方，参加者が公的な場面で

用いるのに最も適していないと評価した文字は「文字１」であり，全体の６０．５

％を占めた。２位は「文字６」であり，全体の２１．１％，３位は「文字５」・「文

字７」であり，それぞれ全体の７．９％を占めた。

参加者それぞれが「最も親しみやすい文字」・「最も親しみにくい文字」とし

て挙げた文字に対する評価の平均値をプロットしたものが図４である。参加者

により，「最も親しみやすい」および「最も親しみにくい」として選択された

文字はさまざまであるが，それぞれの参加者が最も親しみやすい（または親し

みにくい）とした文字についての得点を平均した。図４は質問紙で得られた７

段階の評価結果を，それぞれの形容詞対において，社会的に望ましいと考えら

れる方の対の形容詞の得点を７，社会的に望ましくないと考えられる対の得点

を１と変換した後に，各形容詞対の平均値を計算してプロットしたものである

（「男性的―女性的」の対では「女性的」の方を社会的に望ましいと考えられる

側に配置したが，これは，サンプルの手書き文字が女性の名前であったことに

よる。）。「最も親しみやすい文字」については，「印象のいい―印象が悪い」「感

じがいい―感じの悪い」の平均値が高い。また，「最も親しみにくい文字」と

された文字については「魅力的な―魅力的でない」「印象のいい―印象の悪い」
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「きれい―汚い」の平均値が低い。「最も親しみやすい文字」「最も親しみにく

い文字」について平均値の有意差検定（t 検定）を行った結果，２４項目中すべ

ての項目について有意差が認められた。

次に，参加者それぞれが「履歴書など公的な場面で用いるのに最も適してい

る文字」・「公的な場面で用いるのに最も適していない文字」として挙げた文字

に対する評価の平均値をプロットしたものが図５である。「公的な場面で用い

るのに最も適している文字」については，「印象のいい―印象の悪い」「丁寧な

―乱雑な」「感じのいい―感じの悪い」「頭のいい―頭の悪い」などの平均値が

高い。また，「最も適していない文字」とされた文字については「きれい―汚

図２「最も親しみやすい文字」および「最も親しみにくい文字」の評価結果

図３「公的な場面で用いるのに最も適した文字」および「公的な場面で
用いるのに最も適していない文字」の評価結果
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い」「頭のいい―頭の悪い」「魅力的な―魅力的でない」「印象のいい―印象の

悪い」の平均値が低い。「公的な場面で用いるのに最も適している文字」「公的

な場面で用いるのに最も適していない文字」について平均値の有意差検定

（t 検定）を行った結果，２４項目中の「ユーモアのある―ユーモアのない」以

外のすべての項目について有意差が認められた。

図４「最も親しみやすい文字」および「最も親しみにくい文字」に対する評価の平均値
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３－２． 手書き文字の評価における認知の次元

手書き文字の評価に対する認知次元を考察するために，「最も親しみやすい

文字」に対する参加者の評価を対象に，最尤法による因子分析を行った。もと

もと形容詞対は２４項目であったが，分析の際に，試料となるサンプルの文字

が女性の名前を含んでいたことから「女性的―男性的」という形容詞対は除外

し，残りの２３項目で分析を行った。固有値の変化は，８．７０，３．８７，２．０６，１．３１，

図５「公的な場面で用いるのに最も適した文字」および「公的な場面で
用いるのに最も適していない文字」に対する評価の平均値
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１．１３…というものであり，三因子構造が妥当であると考えられた。そこで，再

度３因子を仮定して，最尤法・プロマックス回転による因子分析を行った。そ

の結果，十分な因子負荷量を示さなかった（共通性が．３０以下）４項目（「大

きい―小さい」「ユーモアのある―ユーモアのない」「落ち着いた―緊張した」

「思いやりのある―冷酷な」）を分析から除外し，再度最尤法・プロマックス回

転による因子分析を行った。プロマックス回転後の最終的な因子パターンと因

子間相関を表１に示す。なお，回転前の３因子で１９項目の全分散を説明する

割合は６９．９６％であった。

第１因子は，９項目で構成されており，「勤勉な―怠惰な」「責任感のある―

責任感のない」「慎重な―軽率な」「丁寧な―乱雑な」「真面目な―不真面目な」

表１「最も親しみやすい文字」に対する評価の因子分析結果

１

因子

２ ３

勤勉な
責任感のある
慎重な
丁寧な
真面目な
きれい
協調性のある
頭のいい
信頼できる
勇敢な
自信のある
積極的な
外向的
活発な
感じのいい
印象のいい
温厚な
魅力的
友人になりたい

０．９５
０．８５８
０．８４４
０．８４１
０．８０３
０．７４１
０．７０３
０．６７４
０．３９１
０．０９６
０．２６３
―０．１０４
―０．２１９
―０．２８７
０．１７５
０．０６４
―０．０３２
―０．０６８
０．０３４

―０．０９５
０．１３３
―０．１０２
―０．０７６
―０．０４６
０．０３９
―０．１３２
０．０５５
０．２９７
０．９４９
０．８６３
０．７４１
０．６４９
０．５８１
０．１４６
０．１７５
―０．３６４
０．１４８
０．１７２

―０．０７
―０．１８９

０
０．１５８
０．０５４
０．０３
０．２３６
―０．０６１
０．３４４
―０．３１１
―０．１８８
０．０９３
０．２６９
０．２４６
０．８０３
０．７９５
０．７４９
０．５９９
０．５１３

固有値
寄与率（％）
累積寄与率（％）

８．０１
４２．２
４２．２

３．５
１８．４
６０．６

１．７８
９．４
７０

因子名 勤勉性 自信 友好性

因子間相関
１
２
３

１
―

２
０．３１
―

３
０．４４
０．５１
―
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「きれい―汚い」「協調性のある―協調性のない」「頭のいい―頭の悪い」「信頼

できる―信頼できない」など，勤勉でまじめで責任感の強い，といった内容の

項目が高い負荷量を示していた。そこで，「勤勉性」因子と命名した。

第２因子は，５項目で構成されており，「勇敢な―臆病な」「自信のある―自

信のない」「積極的な―消極的な」「外向的―内向的」「活発な―活発でない」

など，自信があり積極的である，といった内容の項目が高い負荷量を示してい

た。そこで，「自信」因子と命名した。

第３因子は，５項目で構成されており，「感じのいい―感じの悪い」「印象の

いい―印象の悪い」「温厚な―怒りっぽい」「魅力的―魅力的でない」「友人に

なりたい―友人になりたくない」など，人柄が温厚で好印象といった内容の項

目が高い負荷量を示していた。そこで，「友好性」因子と命名した。

「最も親しみにくい文字」に関しても同様の因子分析を行った結果，同様の

３因子が抽出された。これらの因子分析の結果から，人が手書き文字を認知す

る次元は勤勉性・自信・友好性の３次元であると推測された。

それぞれの次元について，内的整合性を検討するために各因子を構成する項

目の α 係数を算出したところ，「勤勉性」で α＝．９３，「自信」で α＝．８７，「友

好性」で α＝．８５と十分な値が得られた。次に，各因子を構成する項目の素点

の合計を項目数で割った得点を各因子の尺度得点とした。各因子の尺度得点の

平均値は，「勤勉性」が５．３７（SD＝１．０），「自信」が５．１３（SD＝１．０１），「友

好性」が５．５７（SD＝．９０）であった。３つの因子の尺度得点の間の相関におい

ては，「勤勉性」と「自信」は．２６２（p＜．０５），「勤勉性」と「友好性」は．４８４

（p＜．０１），「自信」と「友好性」は．４７１（p＜．０１）であり，互いに有意な正の

相関を示した（表２）。

サンプルの１０文字のそれぞれについて，３つの因子の尺度得点を算出し，

文字の間にどのような違いが見られるかを検討した（表３）。「勤勉性」因子に

表２ 手書き文字の評価における
３因子の尺度得点の間の相関係数

勤勉性 自信 友好性

勤勉性
自信
友好性

（．９３４）
―
―

．２６２＊

（．８６８）
―

．４８４＊＊

．４７１＊＊

（．８５０）

＊ p＜．０５，＊＊p＜．０１
（ ）内は α 係数

人は手書き文字をどのような次元で認知しているのか？
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ついては，文字２が最高の５．６３（SD＝．８１）であり，文字１が最低の２．６０（SD

＝．９２）となった。「勤勉性」因子を従属変数とする一元配置分散分析によれば，

文字間に有意差が認められた（F（９，５７９）＝７６．４１，p＝．０００）。「自信」因子に

ついては，文字２が最高の５．４８（SD＝．８２）であり，文字６が最低の２．６０（SD

＝．８８）となった。「自信」因子を従属変数とする一元配置分散分析によれば，

文字間に有意差が認められた（F（９，５７９）＝４６．１７，p＝．０００）。「友好性」因子

は，文字２が最高の５．６６（SD＝．８３）であり，文字１が最低の２．８８（SD＝．９４）

となった。「友好性」因子を従属変数とする一元配置分散分析によれば文字間

に有意差が認められた（F（９，５７９）＝３３．３９，p＝．０００）。

３－３．「親しみやすい文字」という評価に影響を及ぼす要因

親しみやすい文字と判断されるか否かに，「勤勉性」「自信」「友好性」はど

のように影響しているのだろうか。各１０文字の「勤勉性」「自信」「友好性」

の尺度得点の平均値を独立変数とし，「親しみやすい文字であるか否か」を従

属変数とする判別分析をおこなった。「最も親しみやすい文字」として評価さ

れた頻度から，「最も親しみにくい文字」と評価された頻度の差をとり，それ

がプラスであるものを親しみやすい文字と分類し，マイナスであるものを親し

みにくい文字と分類し，２つのカテゴリーに分類した。表４の「親しみやすい」

の項目が「１」の文字が，親しみやすいと分類された文字であり，「０」の文字

は，「親しみにくい」と分類された文字である。

表３ 各文字の３因子の尺度得点の平均値，SD

勤勉性 自信 友好性
M SD M SD M SD

文字１
文字２
文字３
文字４
文字５
文字６
文字７
文字８
文字９
文字１０

２．６０
５．６３
５．０１
４．２２
３．３９
４．５７
２．９６
５．４０
４．５１
３．３２

０．９２
０．８１
１．１０
０．９０
０．９７
０．７４
０．９３
０．８７
０．９４
０．９８

２．８６
５．４８
４．４５
３．６１
５．０２
２．６０
４．１３
４．０６
４．８１
４．４３

１．０４
０．８２
１．０２
０．９８
０．９９
０．８８
１．０４
１．１０
１．１６
１．２３

２．８８
５．６６
４．９３
３．９７
３．７８
４．１５
３．５２
４．７７
４．６５
４．３２

０．９４
０．８３
１．１０
０．８６
１．１５
０．８３
１．２５
１．０９
１．０５
１．２８

「勤勉性」（F（９，５７９）＝７６．４１，p＝０００）
「自信」（F（９，５７９）＝４６．１７，p＝．０００）
「友好性」（F（９，５７９）＝３３．３９，p＝．０００）
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判別分析の結果，ウイルクスの λ において５％水準で統計的有意差が得ら

れ，判別的中率は，「親しみやすい」群については５０％，「親しみにくい」群

については７５％，全体で６０．０％であった。判別分析結果を表５，表６に示す。

表５より，標準化判別係数の絶対値が大きいものが自信と友好性であり，自

信があるという印象と感じがいいという印象を得た文字が親しみやすいか否か

を決定する要因であるということがわかる。勤勉性の要因は，親しみにくいか

否かにはそれほどの影響を及ぼしていないが，どちらかといえば阻害要因とし

て働いていると解釈される。

表４「親しみやすい文字」および「公的な場面で用いるのに適した文字」の分類

文字
番号

勤勉性 自信 友好性
親しみや
すい

公的な場
面で用い
るのに適
した

最も親し
みやすい

最も親し
みにくい

公的な場
面で用い
るのに最
も適した

公的な場
面で用い
るのに最
も適さない

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０

２．６０
５．６３
５．０１
４．２２
３．３９
４．５７
２．９６
５．４０
４．５１
３．３２

２．８６
５．４８
４．４５
３．６１
５．０２
２．６０
４．１３
４．０６
４．８１
４．４３

２．８８
５．６６
４．９３
３．９７
３．７８
４．１５
３．５２
４．７７
４．６５
４．３２

０
１
１
０
１
０
０
１
１
１

０
１
１
１
０
０
０
１
１
０

０
３３
７
０
４
４
０
６
３
２

３５
０
０
３
１
１１
７
２
０
０

０
１６
７
１
０
０
０
１３
１
０

２３
０
０
０
３
８
３
０
０
１

表５ 親しみやすい文字か否かについての
判別分析結果

標準化判別関数係数

勤勉性 ―０．２３６
自信 ０．７３
友好性 ０．７２５

表６ 親しみやすい文字か否かについての
判別分析におけるグループ重心

グループ重心

親しみやすい群 １．１１９
親しみにくい群 ―１．６７８
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３－４．「公的な場面で用いるのに適した文字」という評価に影響を及ぼす要因

公的な場面で用いるのに適した文字と判断されるか否かに，「勤勉性」「自

信」「友好性」はどのように影響しているのだろうか。各１０文字の「勤勉性」

「自信」「友好性」の尺度得点の平均値を独立変数とし，「公的な場面で用いる

のに適した文字であるか否か」を従属変数とする判別分析をおこなった。

「公的な場面で用いるのに適した文字」として評価された頻度から，「公的な

場面で用いるのに適していない」と評価された頻度の差をとり，それがプラス

であるものを公的な場面で用いるのに適した文字と分類し，マイナスであるも

のを公的な場面で用いるのに適していない文字と分類し，２つのカテゴリーに

分類した（表４参照）。

判別分析の結果，ウイルクスの λ において５％水準で統計的有意差が得ら

れ，判別的中率は，「公的な場面で用いるのに適した」群については８０％，「公

的な場面で用いるのに適していない」群については６０％，全体で７０．０％であ

った。判別分析結果を表７，表８に示す。

表７の結果より，標準化判別係数の絶対値が最も大きいのが勤勉性の要因で

あることがわかる。つまり，この要因は他の要因と比較して，「公的場面で用

いるのに適した文字」であるという評価に影響する要因となっていることがわ

かる。次に影響する要因は，影響力の強い順に，友好性，自信であるが，友好

性はどちらかというと阻害要因となることがわかる。自信の要因は，公的場面

で用いるのに適しているか否かには他の要因と比べそれほどの影響を及ぼして

いないが，どちらかといえば促進要因として働いていると解釈される。

表７ 公的な場面で用いるのに適している文字か否かについての
判別分析の結果

標準化判別関数係数

勤勉性 １．７３４
自信 ０．８２３
友好性 ―１．１２

表８ 公的な場面で用いるのに適している文字か否かについての
判別分析におけるグループ重心

グループ重心

公的な場面で用いるのに適している １．３４６
公的な場面で用いるのに適していない ―１．３４６
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４． 考察

本研究は，人がどのような認知次元によって手書き文字を評価するのかにつ

いて，SD 法を用いて検討した。５９名の調査参加者に，１０種類の異なる手書

き文字を２４の形容詞対を用いて評価させ，また，サンプルの１０文字の中から

「最も親しみやすい文字」「最も親しみにくい文字」「履歴書など公的な場面で

用いるのに最も適している文字」「公的な場面で用いるのに最も適していない

文字」をそれぞれ選択させ，認知次元との関連を調査した。

本研究の成果は，人が手書き文字を評価する際の認知次元として，「勤勉性」

「自信」「友好性」という３つの要因が見出されたことである。これにより，人

が手書き文字をどのような次元で評価しているかが明らかになった。たとえば

企業の人事担当者が，手書きの履歴書やエントリーシートなどを評価する際に，

書き手が「どれほどまじめな努力家であり，自分を堂々と表現し，また，フレ

ンドリーな人物であるか」についての印象形成の手がかりにしているとも考え

られる。

また，ペン習字講座などの広告で，「手書き文字によって書き手の人格や教

養のレベルが評価される」というようなことを宣伝するのもあながち誇大広告

とはいえないのかもしれない。実際に，サンプルの１０文字は，この３つの認

知次元において，かなりの相違をもって評価されているからである。

さらに，「親しみやすい」「公的な場面で用いるのに適している」という評価

に影響を及ぼす要因が明らかにされた。抽出された３つの認知次元が，「親し

みやすい文字か否か」および「公的な場面で用いるのに適している文字か否

か」という評価に与える影響を判別分析によって検討し，「親しみやすい」と

いう評価には，「自信」と「友好性」の因子が影響を与えていることが見出さ

れた。また，「公的な場面で用いるのに適している」という評価には，「勤勉性」

の因子が最も影響を与えていることが見出された。これらの結果は，先に述べ

た３つの認知次元の妥当性を示唆しているものと考えられる。

Warner & Sugarman (1986) は，手書き文字，写真，音声の３つの情報を通じ

ての対人認知について，手書き文字に関しては「力強さ」の次元で，写真に関

しては「社会的評価」「知的評価」の次元で，音声に関しては「活動性」の次

元によって人を判別するとした。しかしながら，本研究においては，手書き文

人は手書き文字をどのような次元で認知しているのか？
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字からの対人認知は，「力強さ」（本研究で抽出された「自信」の因子に近いと

思われる）のみに限られたものではなく，より複雑な次元を使用して評価を行

っていることがわかった。

また，今回の研究では「男性的―女性的」という形容詞対を，分析に不適当

なものとして除外したが，このような認知次元を多用することは性役割パーソ

ナリティのあり方と関連するという研究報告 (Lippa, 1977) もある。つまり，

Lippa の研究によれば，手書き文字の評価における認知次元は，それぞれの人

のパーソナリティによって異なっていた。認知次元の構造の個人差については，

たとえば，パフォーマンス評価にあたって個々人の認知構造の次元と内容を調

べた柳澤 (2008) の研究がある。このような，個人による認知次元の相違の可

能性については本研究ではまったく調査されていないが，今後その点を検討す

ることも興味深いだろう。

さらに，本研究では，SD 法の２４対の形容詞に対する回答を因子分析する

ことによって３つの次元を得たが，この２４対の形容詞が手書き文字の認知に

関する全領域をカバーしているとは限らない。より多くの形容詞対によって評

価させればより多くの因子が抽出された可能性もある。この点についても今後

の検討課題であろう。

また，関連する研究として，文字の物理的な特徴（傾き・大きさなど）と，

３つの認知次元でのそれぞれの評価とを関連づけて調査することも興味深いだ

ろう。実際に，北米の研究では，署名を大きく書くことと，書き手の自信の度合

とが正の相関を持つという報告もある。その書き手がどの程度の自信をもって

おり，支配的な性格であるか，またはどれほど強健であるか，どれほど知的に

有能であるかは，署名の大きさと関連する，といった研究報告もなされている

(Zweigenhaft, 1977)。Stapel & Blanton (2004) は，Aiken & Zweigenhaft (1978) お

よび Zweigenhaft & Marlowe (1973) などの研究を根拠に，被験者の自信の度合

を署名の大きさによって計測している。この計測法は「実験同意書」に署名さ

せるというプロセスで自信の程度を測定するものであり，被験者は自分の自信

を測定されていることに気づきにくい。そのため自信を測定する伝統的な尺度

に比較して，この計測法が有用であるとしている。また，Rudman, L. A., Dohn,

M. C., & Fairchild, K. (2007) も，Zweigenhaft らの研究に基づき，人の自信の度

合を署名のサイズを測定することによって計測している。このような傾向が日

本人にも見られるのかどうか，検討することも興味深いだろう。
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